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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

提出会社の経営指標等

回次
第139期

第１四半期累計(会計)期間
第138期

会計期間
自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日

自　平成19年４月１日
至　平成20年３月31日

売上高 (千円) 2,103,296 9,289,061

経常利益 (千円) 311,668 1,472,097

四半期(当期)純利益 (千円) 184,143 852,937

持分法を適用した
場合の投資利益

(千円) ― ―

資本金 (千円) 1,320,740 1,320,740

発行済株式総数 (千株) 12,135 12,135

純資産額 (千円) 7,912,234 7,771,823

総資産額 (千円) 10,783,052 10,773,444

１株当たり純資産額 (円) 656.71 645.04

１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) 15.28 72.44

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) ― ―

１株当たり配当額 (円) ― 20.00

自己資本比率 (％) 73.4 72.1

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 378,642 1,066,057

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △ 149,419 △1,510,441

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △ 61,870 350,926

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 1,745,896 1,578,544

従業員数 (名) 255 245

(注）１　売上高には、消費税等は含まれておりません。

２　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益については、第138期及び第139期第１四半期累計期間は潜在株

式が存在しないため、記載しておりません。

３　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、「当第１四半期連結累計(会計)期間に係る主要な経営

指標等の推移」については記載していません。 

４　当社は関連会社がないので、持分法を適用した場合の投資利益はありません。 

５　平成20年３月期の１株当たり配当額20円(１株当たり中間配当額8.5円)には、東京証券取引所市場第一部銘柄

指定記念配当３円を含んでおります。
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２ 【事業の内容】

当第１四半期会計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。

　

３ 【関係会社の状況】

該当事項はありません。

　

４ 【従業員の状況】

提出会社の状況

平成20年６月30日現在

従業員数(名) 255〔79〕

(注）１　従業員数は就業人員数であり、臨時従業員数は〔　〕内に年間の平均人員を外数で記載しています。　 

２　臨時従業員には、パートタイマー及び嘱託・契約従業員が含まれます。　
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

当第１四半期会計期間における生産実績は、次のとおりであります。
　

部門 生産高(千円)

セラミックス部門 1,236,989

(注) １　金額は売価換算値で示してあります。
２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　
(2) 仕入実績

当第１四半期会計期間における仕入実績を部門別に示すと、次のとおりであります。
　

部門 生産高(千円)

セラミックス部門(製品） 56,864

エンジニアリング部門（商品） 533,373

合計 590,238

(注) １　金額は仕入価格で示してあります。
２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(3) 受注実績

当第１四半期会計期間における受注状況を部門別に示すと、次のとおりであります。
　

部門別 受注高(千円) 受注残高(千円)

セラミックス部門 1,550,8421,488,305

エンジニアリング部門 590,818 249,443

合計 2,141,6611,737,748

(注)　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(4) 販売実績

当第１四半期会計期間における販売実績を部門別に示すと、次のとおりであります。
　

部門別 販売高(千円)

セラミックス部門 1,503,030

エンジニアリング部門 600,265

合計 2,103,296

(注)　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

　

３ 【財政状態及び経営成績の分析】

(1) 業績の状況

当第１四半期会計期間は、主力のセラミックス部門の売上高が、電子部品業界向けを主とした耐摩耗

セラミックスの大幅な落込みにより前年同期比6.0％減収の1,503,030千円となりました。一方のエン

ジニアリング部門も市場の需要が低下状況で、特別な大口売上もなく、前年同期比15.6％の大幅減収の

600,265千円にとどまりました。この結果、売上高合計は前年同期比8.9％の減収の2,103,296千円とな

りました。

　利益面でも、上記減収に加え、税制改正に伴う減価償却費の増加や人件費等の固定費が減少せず、経常

利益は前年同期比16.7％減益の311,668千円となりました。

　

(2) キャッシュ・フローの状況

営業活動によるキャッシュ・フローは、法人税等の納税324,259千円がありましたが、減収に伴う売

上債権の減少等により378,642千円となりました。

　投資活動によるキャッシュ・フローは、生産体制強化のための有形固定資産の取得による支出

149,408千円などにより、149,419千円のマイナスとなりました。

　財務活動によるキャッシュ・フローは、長期借入れ100,000千円による増加がありましたが、期末配当

金の支払い109,218千円、長期借入金の返済52,472千円などにより、61,870千円のマイナスとなりまし

た。

　これらの結果、当第１四半期会計期間末における現金及び現金同等物は、前期末に比べて167,351千円

増加の1,745,896千円となりました。

　

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期会計期間において、当社の事業上および財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新

たに生じた課題はありません。

　

(4) 研究開発活動

当第１四半期会計期間の研究開発費の総額は48,837千円であります。

　

(5) 経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

当第１四半期会計期間において、当社の経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と

見通しに重要な変更及び新たに生じた要因はありません。
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(6) 資本の財源及び資金の流動性についての分析

流動資産は潤沢な資金状況により現金預金は増加しましたものの、減収に伴う売掛金の減少や賞与

引当金取崩しによる繰延税金資産の減少等で6,502,547千円となり、平成20年３月期末比2.3％減少い

たしました。一方の固定資産は投資有価証券の時価総額が株式市況の多少の回復で増加したことによ

り、平成20年３月期比4.0％増加の4,280,505千円となりました。総資産合計では0.1％の微増の

10,783,052千円となりました。　

負債につきましては、流動負債が未払法人税等の減少や賞与引当金の減少により2,337,144千円とな

り平成20年３月期末比6.7％減少したため、負債合計額は同期末比4.4％の減少の2,870,817千円となり

ました。

純資産は利益による内部留保の蓄積で平成20年３月期末比1.8％増加の7,912,234千円となりまし

た。

　以上の結果により、自己資本比率は平成20年３月期末比1.3ポイントアップし、また一株当たり純資産

額は11円67銭増加しております。

　

(7) 経営者の問題認識と今後の方針について

当社経営陣は、現在の事業環境及び入手可能な情報に基づき最善の経営方針を立案するように努め

ておりますが、当社を取り巻く事業環境を鑑みると、原材料価格の高騰や米国の実体経済が落ち込む

中、国内の景気に対する減速感が強く、景気後退を含め非常に厳しい予想となっております。

　このような状況の中で当社は全員の衆知を結集し、さらなる合理化を図ることは勿論のこと、新規分

野に対する設備投資も継続的に行い、中長期に対する計画につきましても、これを積極的に推し進めて

まいります。

上記事項は、報告書提出日現在において判断したものであります。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第１四半期会計期間において、主要な設備に重要な変更はありません。

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第１四半期会計期間において、前会計年度末に計画中であった研究開発設備は予定通り平成20年６

月に完了いたしました。重要な設備の新設、除却等について、重要な変更はありません。

　また、当第１四半期会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等はありません。

　

　

EDINET提出書類

株式会社ニッカトー(E01188)

四半期報告書

 7/22



第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 37,280,000

計 37,280,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成20年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成20年８月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 12,135,69512,135,695
東京証券取引所　
（市場第一部）

　

―

計 12,135,69512,135,695― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

　

(3) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成20年６月30日 ― 12,135,695 ― 1,320,740 ― 1,088,420

　

　

(5) 【大株主の状況】

大量保有報告書の写しの送付がなく、当第１四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりま

せん。
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(6) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、実質株主が把握できず、記載することがで

きませんので、直前の基準日である平成20年３月31日の株主名簿により記載しております。

① 【発行済株式】

平成20年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ―  ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
 普通株式
　　　　　　87,100

― ―

完全議決権株式(その他)
 普通株式　　　
　　　　12,027,300

120,273 ―

単元未満株式
 普通株式
　　　　　　21,295

― 一単元(100株)未満の株式

発行済株式総数 12,135,695― ―

総株主の議決権 ― 120,273 ―

(注)　１　「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が1,100株(議決権11個)含まれ

ております。

 ２　「単元未満株式」の欄の普通株式には、当社保有の自己株式76株が含まれております。　

　

② 【自己株式等】

平成20年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
 
 株式会社ニッカトー
 

大阪府堺市堺区遠里小野
町３丁２番24号

87,100 ― 87,100 0.72

計 ― 87,100 ― 87,100 0.72

　

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成20年
４月 ５月 ６月

最高(円) 625 658 648

最低(円) 501 577 555

(注)　株価は、東京証券取引所市場第一部におけるものであります。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１　四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣

府令第63号。以下「四半期財務諸表等規則」という。)に基づいて作成しております。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第１四半期累計期間(平成20年４月１日か

ら平成20年６月30日まで)に係る四半期財務諸表について、清稜監査法人により四半期レビューを受けてお

ります。

　

３　四半期連結財務諸表について

当社は、子会社がありませんので、連結財務諸表は作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
（1）【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

当第１四半期会計期間末
(平成20年６月30日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成20年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,885,489 1,718,171

受取手形及び売掛金 3,148,795 3,446,639

有価証券 30,406 30,373

商品 65,729 35,065

製品 587,862 573,012

原材料 100,357 114,276

仕掛品 523,237 513,879

その他 165,718 233,601

貸倒引当金 △5,050 △6,560

流動資産合計 6,502,547 6,658,457

固定資産

有形固定資産 ※1※2※3
 2,859,822

※1※2※3
 2,783,304

無形固定資産 7,477 6,396

投資その他の資産

その他 ※2
 1,447,723

※2
 1,359,804

貸倒引当金 △34,518 △34,518

投資その他の資産 1,413,204 1,325,285

固定資産合計 4,280,505 4,114,986

資産合計 10,783,052 10,773,444

負債の部

流動負債

買掛金 ※2
 1,015,980

※2
 1,094,510

短期借入金 ※2
 400,000

※2
 400,000

1年内返済予定の長期借入金 ※2
 115,688

※2
 117,464

未払金 547,546 207,799

未払法人税等 54,744 313,923

賞与引当金 128,000 256,000

役員賞与引当金 8,085 33,000

その他 67,100 81,498

流動負債合計 2,337,144 2,504,196

固定負債

長期借入金 ※2
 66,000

※2
 16,696

退職給付引当金 283,202 293,398

役員退職慰労引当金 116,658 118,518

その他 67,812 68,812

固定負債合計 533,673 497,424

負債合計 2,870,817 3,001,620
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（単位：千円）

当第１四半期会計期間末
(平成20年６月30日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成20年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,320,740 1,320,740

資本剰余金 1,221,859 1,221,859

利益剰余金 5,416,611 5,371,026

自己株式 △30,022 △29,842

株主資本合計 7,929,188 7,883,784

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △16,954 △111,960

評価・換算差額等合計 △16,954 △111,960

純資産合計 7,912,234 7,771,823

負債純資産合計 10,783,052 10,773,444
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（2）【四半期損益計算書】
　　【第１四半期累計期間】

（単位：千円）

当第１四半期累計期間
(自 平成20年４月１日
 至 平成20年６月30日)

売上高 2,103,296

売上原価 1,506,722

売上総利益 596,573

販売費及び一般管理費 ※1
 304,224

営業利益 292,348

営業外収益

受取利息 16,012

その他 7,125

営業外収益合計 23,137

営業外費用

支払利息 2,249

その他 1,568

営業外費用合計 3,818

経常利益 311,668

特別利益

貸倒引当金戻入額 1,510

特別利益合計 1,510

特別損失

固定資産廃棄損 1,307

特別損失合計 1,307

税引前四半期純利益 311,870

法人税、住民税及び事業税 50,000

法人税等調整額 77,727

法人税等合計 127,727

四半期純利益 184,143
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（3）【四半期キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第１四半期累計期間
(自 平成20年４月１日
 至 平成20年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 311,870

減価償却費 111,128

貸倒引当金の増減額（△は減少） △1,510

受取利息及び受取配当金 △16,012

支払利息 2,249

退職給付引当金の増減額（△は減少） △10,195

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △1,859

固定資産廃棄損 1,307

売上債権の増減額（△は増加） 297,843

たな卸資産の増減額（△は増加） △45,168

その他の資産の増減額（△は増加） 400

仕入債務の増減額（△は減少） △78,530

未払消費税等の増減額（△は減少） △18,411

その他の負債の増減額（△は減少） 136,575

小計 689,687

利息及び配当金の受取額 15,928

利息の支払額 △2,714

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △324,259

営業活動によるキャッシュ・フロー 378,642

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △149,408

無形固定資産の取得による支出 △1,500

投資有価証券の取得による支出 △348

貸付金の回収による収入 892

投資その他の資産の増減額（△は増加） 944

投資活動によるキャッシュ・フロー △149,419

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入れによる収入 100,000

長期借入金の返済による支出 △52,472

自己株式の取得による支出 △180

配当金の支払額 △109,218

財務活動によるキャッシュ・フロー △61,870

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 167,351

現金及び現金同等物の期首残高 1,578,544

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 1,745,896
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【継続企業の前提に重要な疑義を抱かせる事象又は状況】

当第１四半期会計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日)

当該事項はありません。

　

【四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

当第１四半期会計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年６月30日)

会計処理基準に関する事項の変更

重要な資産の評価基準及び評価方法の変更

たな卸資産

棚卸資産については、従来、主として総平均法によ

る原価法によっておりましたが、当第１四半期会計期

間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」(企業会

計基準第９号　平成18年７月５日)が適用されたこと

に伴い、主として総平均法による原価法(貸借対照表

価額については収益性の低下に基づく簿価切下げの

方法)により算定しております。この変更に伴う損益

に与える影響はありません。

 

　

【簡便な会計処理】

当第１四半期会計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年６月30日)

１　棚卸資産の実地棚卸の省略

当第１四半期会計期間末の棚卸高の算出に関して

は、実地棚卸を省略し、前事業年度末の実地棚卸額を基

礎とし合理的な方法によっております。

２　固定資産の減価償却費の算定方法

定率法を採用している資産については、事業年度に

係る減価償却額を期間按分して算定する方法によって

おります。
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【四半期財務諸表の作成に特有の会計処理】

当第１四半期会計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日)

該当事項はありません。

　

【追加情報】

当第１四半期会計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年６月30日)

有形固定資産の耐用年数の変更

　当社は、平成20年度の法人税法の改正を契機として有
形固定資産の耐用年数を見直し、当第１四半期会計期間
から、機械及び装置の耐用年数を従来の５～12年から９
年に変更しております。
　なお、これによる損益に与える影響は軽微であります。

　

【注記事項】

(四半期貸借対照表関係)

当第１四半期会計期間末
(平成20年６月30日)

前事業年度末
(平成20年３月31日)

※１  有形固定資産の減価償却累計額は、5,966,308千円

であります。

 

※２  担保に供されている資産で、前事業年度に比べて

著しい変動が認められるものはございません。

※１  有形固定資産の減価償却累計額は、5,881,013千円

であります。

 

※２  有形固定資産のうち次の部分は、短期借入金

300,000千円、１年以内に返済予定の長期借入金

98,000千円及び長期借入金12,500千円の担保に供

しております。

本社及び
堺工場(千円)

東山工場
(千円)

建物 459,062 701,006

土地 778 44,155

合計 459,841 745,162

 
投資有価証券のうち34,876千円は、買掛金　　

177,594千円の担保に供しております。

※３　国庫補助金の受入により工具器具及び備品の取得

価格から控除した金額の累計額は、55,654円であ

ります。

※３　国庫補助金の受入により工具器具及び備品の取得

価格から控除した金額の累計額は、55,654円であ

ります。

　４  当社は、運転資金の効率的な調達を行うため取引銀

行みずほ銀行と貸出コミットメント契約を締結し

ております。

当第１四半期会計期間末における貸出コミットメ

ントに係る借入金未実行残高等は次のとおりであ

ります。

貸出コミットメントの総額　 　　500,000千円

借入実行残高　　　　　　　　　 400,000千円

差引額　　　　　　　　　　　　 100,000千円

　４  当社は、運転資金の効率的な調達を行うため取引銀

行みずほ銀行と貸出コミットメント契約を締結し

ております。

当事業年度末における貸出コミットメントに係る

借入金未実行残高等は次のとおりであります。

貸出コミットメントの総額　　　 500,000千円

借入実行残高　　　　　　　　　 400,000千円

差引額　　　　　　　　　　　　 100,000千円
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(四半期損益計算書関係)

第１四半期累計期間

当第１四半期累計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年６月30日)

※１　販売費及び一般管理費の主なもの

 

荷造運搬費 16,753千円

役員報酬 16,700

従業員給料手当 101,993

地代家賃 8,701

賞与引当金繰入額 42,350

役員賞与引当金繰入額 6,750

役員退職慰労引当金繰入額 3,551

退職給付引当金繰入額 5,292

福利厚生費 9,073

減価償却費 10,254

　

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期累計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年６月30日)

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 1,885,489千円

有価証券 30,406

　　　計 1,915,896

預入期間が３か月超の定期預金 △170,000

現金及び現金同等物 1,745,896
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(株主資本等関係)

当第１四半期会計(累計)期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日)

１　発行済株式に関する事項

株式の種類 当第１四半期会計期間末

普通株式(株) 12,135,695

　

２　自己株式に関する事項

株式の種類 当第１四半期会計期間末

普通株式(株) 87,470

　

３　新株予約権等に関する事項

　該当事項はありません。

　

４　配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成20年６月25日 
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 138,557 11.50平成20年３月31日 平成20年６月26日

　　　（注）1株当たり配当額11.50円には東京証券取引所市場一部指定記念配当３円を含んでおります。

　

　(2) 基準日が当事業年度の開始の日から当四半期会計期間末までに属する配当のうち、配当の

　　　　効力発生日が当四半期会計期間の末日後となるもの

　　　該当事項はありません。

　

５　株主資本の著しい変動に関する事項

　該当事項はありません。
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(リース取引関係)

　　　該当事項はありません。

　

(有価証券関係)

有価証券の四半期貸借対照表計上額その他の金額は、前事業年度の末日と比較して著しい変動があり

ません。

　

(デリバティブ取引関係)

当社はデリバティブ取引を行っていないため、該当事項はありません。

　

(ストック・オプション等関係)

当第１四半期会計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日)

該当事項はありません。

　

(持分法損益等)

当第１四半期会計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日)

当社は関連会社がないので該当事項はありません。

　

(企業結合等関係)

当第１四半期会計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日)

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

  １.　１株当たり純資産額

当第１四半期会計期間末
(平成20年６月30日)

前事業年度末
(平成20年３月31日)

１株当たり純資産額 656円71銭 １株当たり純資産額 645円04銭

　

(注）　１株当たり純資産額の算定上の基礎

項目
当第１四半期会計期間末
(平成20年６月30日)

前事業年度末
(平成20年３月31日)

純資産の部の合計額(千円) 7,912,234 7,771,823

普通株式に係る純資産額(千円) 7,912,234 7,771,823

普通株式の発行済株式数(千株) 12,135 12,135

普通株式の自己株式数(千株) 87 87

１株当たり純資産額の算定に用いら
れた普通株式の数(千株)

12,048 12,048

　

　

      ２.　１株当たり四半期純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益

第１四半期累計期間

当第１四半期累計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年６月30日)

 １株当たり四半期純利益 15円28銭　

なお、潜在株式調整後１株当り四半期純利益について
は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
　
(注）　１株当たり四半期純利益算定上の基礎

項目
当第１四半期累計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年６月30日)

四半期損益計算書上の四半期純利益
(千円)

184,143

普通株式に係る四半期純利益(千円) 184,143

普通株式の期中平均株式数(千株) 12,048

　

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

　

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成20年８月11日

株式会社　ニッカトー

取締役会　御中

　

清稜監査法人

　

代表社員
業務執行社員

公認会計士　　小　　田　　利　　昭　　印

　

代表社員
業務執行社員

公認会計士　　田　　中　　伸　　郎　　印

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社ニッカトーの平成20年４月１日から平成21年３月31日までの第139期事業年度の第１四半期累計期間(平

成20年４月１日から平成20年６月30日まで)に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益

計算書及び四半期キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期財務諸表の作成

責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明することにあ

る。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

　

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当

と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ニッカトーの平成20年６月30日現在の財政状

態並びに同日をもって終了する第１四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示

していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　

（注）１　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期

 報告書提出会社)が別途保管しております。

 ２　四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。 
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